
　吉川市議会9月定例会が9月2日から行われ､25日で閉会をいたしました｡
　今回の議会では平成25年度の決算(お金の使い方が適切であったか)を主に審査し､提出された全議案が可決･認定されました｡また､意見書(吉川市
議会として政府に対しての意見表明)審査では私の所属する会派｢自民･みらい｣が提案のお手伝いをさせていただいた｢手話言語法(仮称)の制定を
求める意見書｣が慎重に審査され､25日の本会議では聴覚障がい者の方々の見守る中で､吉川市議会史上初となる議場内での手話通訳が行われながら
全会一致で意見書案が可決採択されました｡
　さて､民間の有識者からなる｢日本創成会議｣の人口減少問題検討分科会『全国市区町村別｢20～39歳女性｣の将来推計人口』（2040年に若い女性の
人口が増加されると予想される自治体）によると女性人口が増加するとの予測が出ているのは全国で15自治体｡吉川市は第13位で､伸び率が増加
するとの嬉しい報告がありました｡子育て支援策の拡充(病児病後児保育､送迎保育､子供医療費助成支給年齢の拡大､各種予防接種助成､待機児童
問題など)に積極的に取り組んできた成果だと思われます｡
　今後、日本は急激な人口減少と少子高齢化になることは明らかです。限られた予算の中で、いかに多くの市民の方々に幸せを享受していただく
かが今後の自治体経営のポイントとなることでしょう。過去の先人達が作り上げた歴史哲学を大切にしながらも、新しい感性をもって、今に生きる
市民、そして未来の子供達のために活動をしてまいります。
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一般質問と市長の強い決意
吉川市議会 平成26年度9月定例会

　市長の任期4年がまもなく終わろうとしています｡街づくりの設計図と
も言われる総合振興計画がどの程度進行しているのか､また継続して計画
を実施していくために安定性･継続性･堅実性が求められるべきと考え､市
長に対し今後の政治姿勢について尋ねました｡戸張市長からは､計画の約
75%が達成､向上傾向にあること｡また､吉川美南駅の開業や美南小学校の
開校､教育施設の耐震化終了､子供医療費助成対象年齢の拡大(中学卒業ま
で)など着実に施策を進めることができたとの答弁があり､市民の理解と
支持がいただければ引き続き｢住みよさ日本一｣を目指して陣頭にたって
いきたいとの決意表明がありました｡また､子育て世代に優しいまちづく
りについては､吉川の未来を担う全ての子供達が健やかに育ち､誰もが安
心して子供を産み育て､子育ての喜びや楽しみを実感できるまちづくりに
全力で取り組んでいくとの力強い答弁がありました｡

　任期満了は来年の3月6日｡吉川市長選挙は
来年2月15日告示､22日投開票です｡
　吉川市が「子育てに優しい街」、「子育て
するなら吉川市」というブランドに育ってい
ることは数多くある戸張市長の実績のひとつ
であると私は思います。

平成27年度予算要望提出
　9月24日、会派「自民・み
らい」として戸張市長に対し
8部門53項目にわたる「平成
27年度予算編成並びに施策
に対する要望書」を提出いた
しました。限られた予算の中
で最大限、長期的な展望にた
ち、市民要望に応えていかなくてはなりません。今後も、市民の皆様
と意見を交わしながら、研究検討を重ね、「みらい」に向けた責任あ
る政策提言をおこなってまいります。

市民体育祭開催
　10月12日、市民体育祭が各小学校区単位で開催されました。
当日は地元の議員として、美南小学校・中曽根小学校にお邪魔をさせ
ていただきました。
好天に恵まれた心地よいスポーツ日和で、小さな子供からお年寄りま
であらゆる世代が一体となり、一層地域の絆が深くなったことと思い
ます。

吉川市議会議員

・昭和５４年（１９７９年）岩手県花巻市生まれ
・岩手県立花巻北高等学校／獨協大学法学部
　在学中、松原学院（現：総合学習塾マインズ）で時間講師
　政治分野では、参議院議員　田村秀昭（元空将）事務所スタッフ
・衆議院議員　武山百合子　秘書
・さいたまコープ勤務
　「食の安心安全」について学ばせていただきました。
・大手人材派遣会社（京都支店長、関西営業課主任）勤務　
・縁のある方にお誘いを受け、京都から吉川へ

　家　　族：妻、柴犬
　趣　　味：旅行、フットサル
　座右の銘：天下為公

・平成20年　吉川市議会議員選挙に初当選（当時28歳）
・平成22年　山田宏杉並区長、中田宏横浜市長とともに「日本創新党」結党
・平成24年　吉川市議会議員選挙に当選（2期目）
　　　　　　 市議会会派「自民・みらい」結成
・平成24年　「日本創新党」解党にともない「自民党」に入党

安田真也プロフィール

・吉川市議会総務水道常任委員会　委員長
・江戸川水防事務組合議会　議長（構成団体：三郷市、春日部市、吉川市、松伏町）
・吉川市自衛隊父兄会　理事
・明治神宮崇敬会　吉川松伏支部　副支部長
・吉川市議会文教福祉常任委員会　委員長
・吉川市土地開発公社　理事

現在の役職

その他

これまでの役職
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平成25年度決算
一般会計歳入（収入）は192億1846万4千円で、
対前年度比27億4969万4千円の減でした。
新築住宅の増加による固定資産税の増の一方で、大型工事の整備完了（吉川
美南駅・美南小学校など）により国庫支出金、分担金や負担金、市債の減少
により全体的には減少。

一般会計歳出（支出）は185億8727万9千円で、
対前年度比26億2156万7千円の減でした。
最も多くを占めたのは保育所関連、生活保護などの社会保障費に関する民生
費で72億267万1千円。五年連続の増加です。
　　

平成26年度一般会計補正予算

関小、北谷小のプール改修 前平沼公民館跡地に防災倉
庫設置

旭小、三輪野江小に耐震性
貯水槽設置、市内４つの小
学校に災害用便槽を整備

栄小体育館の耐震補強と大
規模改修

市役所でのパスポート申請
受付開始

ホームスタート事業（家庭
訪問型子育て支援事業）

小児インフルエンザ予防接
種費用の一部助成

　平成26年7月26日、中野集会所において会派「自民・みらい」（8人）初となる議会報告会を開催しました。
　当日は、所属の各常任委員会ごとに報告をおこない、私が委員長を務める総務水道常任委員会からは、近年
の予算額や市税の比較、国・県等からの交付金・補助金の概要、水道事業の業務概要、給水状況や近隣事業体
との料金比較などを説明。また、私が平成26年3月定例会で一般質問し、今年度より予算化された「シティープ
ロモーション事業」について、その想いと内容をご披露させていただきました。
　その他、文教福祉常任委員会からは、ＰＦＩ手法を活用した学校給食センター整備運営事業についての報
告。また、平成27年4月よりスタートの「子ども・子育て支援新制度」の内容についての報告がありました。
　建設生活常任委員会からは、平成26年度末、市街化に向けて進められている吉川美南駅東口周辺地区土地利

用計画、架け替え工事中の吉川橋以東へ結ぶ都市計画道路越谷吉川線整備の進捗状況、農地の集積化、生産基盤の効率化をはかる埼玉型ほ場整備事業に指定さ
れた、吉屋地区の事業内容について報告がありました。
　報告会終了後には、参加された市民の皆さんとの意見交換会が開かれ、市政に対する質問や地域の問題について、様々なご意見を頂きました。議員個人の活
動報告会は、以前から行われていましたが、会派としての報告会・意見交換会ということで市民の皆様からご好評を頂きました。

　7月15日、会派として吉川駅南二郷半緑道整備事業の視察を行いました。吉川駅南口の二郷半用水沿いに緑道公園と
して整備されている箇所です。木売公園に隣接する二郷半用水に沿って、児童館ワンダーランド、中曽根小学校、中
曽根公園の東を過ぎて三郷市境まで続いており、ジョギングや散歩を楽しめます。並行する二郷半用水も、魚巣ブ
ロック（網かごに自然石や採石を詰めた構造）が採用されており、魚にも優しい、自然環境を重視した構造となって
います。また視察中に市民の方から中曽根公園の駐車場の件でご意見を頂戴し、現場を確認いたしました。その他、
埼玉型ほ場整備が進んでいる吉屋地区の視察も行いました。

中野集会所にて議会報告会開催

市内視察をおこないました

　台風１８号
　　・連続総雨量２１２ｍｍ
　　・最大時間雨量１９ｍｍ
　　・最大瞬間風速　１４．２ｍ
　　・被害状況　【人的被害】なし　【建物被害】なし
　　　　　　　　【道路冠水】６か所（保３区、保４区、保２区北、中野１区、須賀、小松川）

　台風１９号
　　・連続総雨量３７ｍｍ
　　・最大時間雨量１２ｍｍ
　　・最大瞬間風速　１６．９ｍ
　　・被害状況　【人的被害】なし　【建物被害】なし　
　　　　　　　　【道路冠水】なし

２週にわたり連続して日本列島を縦断した台風ですが、吉川市の被害状況は以下の通りです。台風
被害

 192億1,846万4千円  185億8,727万9千円

民生費
72億267万1千円

教育費
24億6,561万8千円総務費

17億8,247万円

土木費
15億1,539万8千円

衛生費
14億2,296万4千円

公債費
14億1,815万6千円 民生費

72億267万1千円

教育費
24億6,561万8千円総務費

17億8,247万円

土木費
15億1,539万8千円

衛生費
14億2,296万4千円

公債費
14億1,815万6千円

市税
90億4,900万7千円

国庫支出金
25億2,310万2千円

市債
16億4,703万8千円

地方交付税
15億1,501万5千円

県支出金
10億4,549万6千円

消防費
諸支出金
農林水産業費
議会費
商工費

11億3,584万8千円
10億6,005万8千円
2億8,485万6千円
2億1,049万4千円
　8,874万6千円

消防費
諸支出金
農林水産業費
議会費
商工費

11億3,584万8千円
10億6,005万8千円
2億8,485万6千円
2億1,049万4千円
　8,874万6千円

繰越金
繰入金
地方消費税交付金
分担金及び負担金
その他

7億5,931万3千円
5億4,762万1千円

5億3,292万5千円　
3億771万9千円

12億9,122万8千円

平成25年度歳入 平成25年度歳出

平成26年度一般会計補正予算の
ＬＥＤ防犯灯賃貸借事業
（全防犯灯のＬＥＤ化を10年の賃貸借
契約で進めます）

舗装補修
（舗装工事は美南4丁目、栄町を含め８
か所）

学童保育施設整備事業
（平成27年度から6年生まで受け入れ
可能にするための整備です）

平成25年度の主な成果

用排水路整備
（測量は富新田、工事は三輪野江を含
む3か所）

※美南４丁目の舗装工事は「セキ薬品から美南橋まで」の区間が
　予算化されました。


